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大
東
文
化
大
学
紀
要
第
三
十
号

魯
迅
の
有
島
文
学
受
容
は
、
こ
れ
ま
で
も
少
な
か
ら
ず
関
心
を
集
め
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
所
謂
「
窮
屈
な
考
え
方
」
を
捨
て
る
こ
と
な
く
自
死
の
道
を
選
ん
だ
有
島
武

ｍ
一
ず
犀
○
ぬ
局
四
己
彦
月
巴
の
言
巨
己
冨
○
国

、
○
口
宛
目
噌
閂
固
く
⑦
の
す
ぐ
圃
言
○
宮
門

中
国
語
訳
・
有
島
武
郎
「
四
つ
の
事
」
を
め
ぐ
っ
て

③
『
現
代
日
本
小
説
集
』
後
の
翻
訳
書

結
語
周
作
人
に
於
け
る
有
島
文
学
受
容

Ⅲ
「
四
つ
の
事
」
訳
文
の
検
討

⑪
訳
文
Ａ
Ｂ
の
比
較

Ⅱ
「
關
子
作
者
的
説
明
」
各
項
の
検
討

⑩
初
出
誌
「
訳
文
付
記
」
と
の
比
較
検
討

②
初
出
誌
が
存
在
し
な
い
項
目
の
検
討

問
題
の
所
在
ｌ
中
国
語
訳
「
四
つ
の
事
」

Ｉ
『
現
代
日
本
小
説
集
』
成
立
の
周
辺

②
訳
文
Ｃ
の
検
討

問
題
の
所
在
ｌ
中
国
語
訳
「
四
つ
の
事
」
の
持
つ
意
味

戸

目

ｌ
『
現
代
日
本
小
説
集
』
所
載
訳
文
を
中
心
に
Ｉ

次
一

の
持
つ
意
味

国
巨
ｏ
ｌ
Ｒ
の
口

Ｏ
巨
邑
の
の
の
弓
Ｒ
四
国
巴
異
さ
ロ
の
ｇ
シ
コ
の
三
白
四
目
四
穴
の
Ｑ
の

弓
○
の
ゴ
ミ
四
の
匡
○
ｍ
四
乏
四

小

川

利

康
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郎
、
二
七
年
以
降
の
革
命
文
学
論
戦
を
通
じ
て
独
自
の
理
解
で
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
魯
迅
、
こ
の
対
照
的
な
同
時
代
の
作
家
の
接
点
を
探
る
論
考
は
既
に

（
１
）

か
な
り
の
数
に
上
る
。
そ
れ
ら
多
く
の
論
考
で
検
討
さ
れ
た
文
章
の
中
に
、
有
島
武
郎
の
エ
ッ
セ
イ
「
四
つ
の
事
」
の
翻
訳
（
有
島
を
紹
介
す
る
文
章
を
含
む
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
周
作
人
と
の
共
訳
『
現
代
日
本
小
説
集
』
所
収
の
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
中
で
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
別
表
３
に
翻
訳
箇
所
全
文
）
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の

翻
訳
は
今
日
ま
で
魯
迅
の
手
に
な
る
も
の
と
さ
れ
、
現
行
の
魯
迅
全
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
訳
で
あ
る
単
行
本
に
無
署
名
で
収
録
さ
れ
た
文
章
を

魯
迅
の
作
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
根
拠
は
管
見
の
限
り
で
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
録
さ
れ
る
以
前
に
殆
ど
同
一
の
文
章
が
周
作
人
の
名
で
雑

誌
『
東
方
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
魯
迅
の
作
と
す
る
の
は
実
は
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
の
魯
迅
全
集
で
は
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
か
ら
魯
迅
が
担
当
し
た
作
家
の
項
目
だ
け
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
編
集
方
針
は
、
解
放
前
の
『
魯
迅
全
集
』
（
魯
迅
先

生
紀
念
委
員
会
刊
）
か
ら
現
行
の
魯
迅
全
集
（
第
十
巻
『
諜
文
序
賊
集
』
所
収
）
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
編
集
方
針
の
根
拠
は
、
恐
ら
く
『
現
代
日
本
小

（
？
』
）

説
集
』
序
で
の
「
夏
目
漱
石
、
森
鴎
外
、
有
島
武
郎
、
江
口
漠
、
菊
地
寛
の
作
品
は
魯
迅
が
訳
し
た
」
と
い
う
周
作
人
の
言
葉
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
周
作
人
の
言
葉

は
作
品
翻
訳
に
即
し
て
で
あ
り
、
附
録
に
つ
い
て
の
言
で
は
な
い
。
翻
訳
担
当
者
自
身
が
「
關
子
作
者
的
説
明
」
も
書
い
た
と
い
う
推
測
は
充
分
可
能
で
は
あ
る
が
、
あ
く

ま
で
も
推
測
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
魯
迅
の
他
に
周
作
人
に
よ
る
翻
訳
も
存
在
す
る
以
上
、
訳
者
を
魯
迅
に
確
定
す
る
に
は
根
拠
が
不
十
分
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

更
に
こ
う
し
た
問
題
は
資
料
的
重
要
性
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
中
の
有
島
武
郎
以
外
の
作
家
の
項
目
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
魯
迅
だ
け

で
な
く
、
周
作
人
の
訳
業
も
含
め
て
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
的
不
備
を
補
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
成
立
ま
で
の
経
緯
の
検
討
、
同
書
所
収
「
關
干
作
者
的
説
明
」
各
項
と
魯
迅
周
作
人
が
雑
誌
発
表
し
た
翻
訳
と
の
テ
キ
ス
ト
比
較
を

通
し
て
、
「
四
つ
の
事
」
の
翻
訳
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
「
關
子
作
者
的
説
明
」
も
大
部
分
が
周
作
人
の
手
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
編
集
経
過
は
魯
迅
周
作
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
訣
別
直
前
ま
で
八
道
湾
に
同
居
し
て
い
た
二
人
の
間

の
書
簡
が
例
外
的
に
残
き
れ
て
い
る
の
は
、
二
一
年
の
夏
に
周
作
人
が
西
山
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
周
作
人
の
発
病
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
両
者
の
協

議
内
容
は
文
字
と
な
っ
て
残
ら
な
か
っ
た
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
魯
迅
周
作
人
の
書
簡
で
は
二
一
年
六
月
以
降
か
ら
し
か
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
周
作
人
編
訳

『
点
滴
』
刊
行
後
の
二
○
年
後
半
頃
に
は
同
書
の
計
画
が
進
ん
で
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
資
料
が
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
は
日
記
書
簡
等
に
よ
り
つ
つ
、
『
現
代
日

本
小
説
集
』
成
立
ま
で
の
経
緯
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

Ｉ
『
現
代
日
本
小
説
集
』
成
立
の
周
辺

ｌ
日
記
書
簡
か
ら
の
検
討

P
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し
か
し
、
周
作
人
の
許
へ
上
海
滞
在
中
の
胡
適
か
ら
二
通
の
手
紙
が
舞
い
込
む
。
魯
迅
周
作
人
の
著
作
を
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
５
）

周
建
人
の
就
職
の
世
話
を
頼
ま
れ
て
い
た
胡
適
は
手
紙
で
商
務
印
普
館
が
周
建
人
を
薄
給
な
が
ら
受
け
入
れ
る
用
意
か
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
共
に
、
次
の
よ
う
に
提
案

し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
右
衛
門
の
最
期
」
と
は
菊
池
寛
の
作
品
で
あ
る
。
「
永
日
物
語
」
と
は
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
を
含
む
『
永
日
小
品
』
の
謂
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
作
品
の
う
ち

「
一
夜
」
「
夢
十
夜
」
以
外
は
、
全
て
『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
と
い
う
性
質
上
省
略
が
多
い
が
、
雑
誌
に
発
表
す
る
翻
訳
の
相
談
と
は
考
え
に

く
く
、
同
書
に
収
録
す
べ
き
作
品
を
相
談
す
る
文
面
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
面
を
読
む
限
り
で
は
、
当
時
一
二
年
半
ば
に
は
採
録
予
定
の
作
家
作
品
も

固
ま
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
は
出
版
社
の
当
て
も
つ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

文
中
の
「
日
本
小
説
集
の
目
録
」
と
は
、
西
山
に
い
た
周
作
人
が
末
弟
周
建
人
に
託
し
た
も
の
で
、
採
録
す
る
作
家
や
作
品
名
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
先
立
つ
六
月
三
○
日
の
周
作
人
宛
書
簡
で
も
採
録
す
べ
き
作
品
つ
い
て
、
魯
迅
が
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

『
現
代
日
本
小
説
集
』
編
集
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
初
め
て
の
言
及
は
、
一
二
年
八
月
二
九
日
付
の
魯
迅
の
周
作
人
宛
の
書
簡
に
見
え
る
。

（
６
）

商
務
の
印
刷
な
ら
、
そ
の
欠
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

君
達
兄
弟
の
書
い
た
小
説
は
も
う
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
思
う
。
一
冊
に
ま
と
め
て
「
世
界
叢
書
社
」
か
ら
出
版
し
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
一
点
滴
』
の
後
に
、
君

が
訳
し
た
小
説
も
随
分
に
な
る
の
だ
か
ら
、
一
冊
「
世
界
叢
書
社
」
か
ら
出
版
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
『
点
滴
』
は
誤
植
が
多
す
ぎ
る
の
に
、
と
て
も
失
望
し
ま
し
た
。

日
本
小
説
集
の
目
録
は
、
も
う
こ
ん
な
所
で
だ
い
ぶ
良
い
け
れ
ど
、
ま
だ
何
人
か
の
数
篇
を
加
え
る
べ
き
だ
。
例
え
ば
加
能
な
ど
。
佐
藤
春
夫
も
他
に
も
う
一
篇
加

（
《
。
）

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
右
衛
門
の
妓
期
」
は
も
う
訳
了
し
た
が
、

か
ら
選
ん
で
も
よ
け
れ
ば
、
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」

賊
は
ま
だ
、
（
中
略
）
。

（
４
）

が
良
い
と
思
う
。

夏
目
物
は
「
一
夜
」
を
訳
す
こ
と
に
し
た
。
「
夢
十
夜
」
は
長
す
ぎ
る
。
彼
の
「
永
日
物
語
」

守

画
0
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第
一
に
述
べ
る
「
小
説
」
と
は
、
魯
迅
周
作
人
の
小
説
や
散
文
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
述
べ
る
ョ
点
滴
』
後
」
の
翻
訳
と
は
、
周
作
人
を
念
頭
に
お
い
て
の
も
の

（
７
）

で
あ
ろ
う
。
当
時
、
胡
適
は
商
務
印
書
館
か
ら
体
制
改
革
へ
の
助
言
を
乞
わ
れ
、
上
海
に
滞
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
書
簡
は
胡
適
個
人
の
意
向
よ
り
も
、
多
分
に
商

務
側
の
意
を
体
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
建
人
の
就
職
に
し
て
も
、
胡
適
が
商
務
側
と
の
交
渉
の
窓
口
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
書
簡
の
中
で
商
務

側
の
意
向
を
代
弁
し
て
も
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
事
実
上
、
就
職
と
の
交
換
条
件
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魯
迅
は
当
初

胡
適
の
提
案
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
九
月
四
日
の
周
作
人
宛
の
書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
胡
適
の
出
し
た
第
一
、
第
二
の
い
ず
れ
の
要
望
も
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
中
で
も
述
べ
る
と
お
り
、
当
初
の
計
画
で
の
『
現
代
日
本

小
説
集
』
は
出
版
社
な
ど
の
「
先
約
」
が
既
に
あ
っ
た
た
め
難
色
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
第
二
の
提
案
に
近
い
形
で
『
現
代
日
本
小
説
集
』
が

実
現
し
た
の
は
、
他
に
も
様
々
な
理
由
が
介
在
し
た
に
せ
よ
、
胡
適
側
の
要
望
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
再
版
本
の
表
紙
に
「
胡

（
９
）

適
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
当
時
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
周
作
人
の
翻
訳
作
品
を
中
心
と
し
た
兄
弟
三
人
に
よ
る
『
現
代
小
説
諜
叢
』
も

一
足
早
く
二
二
年
五
月
に
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
胡
適
の
言
葉
通
り
『
点
滴
』
以
後
の
間
作
人
の
翻
訳
作
品
は
二
冊
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
ま
と
め
ら

い
ま
一
度
、
二
人
の
日
記
書
簡
に
戻
ろ
う
。
二
一
年
夏
以
降
の
周
作
人
日
記
に
は
『
現
代
日
本
小
説
集
』
『
現
代
小
説
讓
叢
』
の
編
集
に
関
す
る
記
述
が
頻
出
し
、
編
集

作
業
の
中
心
が
周
作
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二
一
年
一
二
月
二
三
日
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
現
代
小
説
讓
叢
』
に
収
め
ら
れ
た
周
作
人
の
序
文
に
付
記
さ
れ
た
日
付
が
一
九
二
一
年
一
二
月
二
二
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
小
説
集
」
と
は
『
現
代
小
説
讓
叢
』
の

原
稿
を
意
味
す
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
頃
の
魯
迅
日
記
に
同
書
へ
の
言
及
が
な
い
の
で
、
編
集
作
業
は
周
作
人
か
中
心
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
刊
行
準
備
が
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
か
は
確
定
で
き
ぬ
も
の
の
、
同
書
所
収
作
品
の
殆
ど
は
雑
誌
に
発
表
済
み
で
あ
っ
た
た
め
、
比
較
的
早
く
編
集
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
『
現
代

れ
て
、
商
務
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
我
々
の
小
説
を
出
し
た
が
っ
て
い
る
が
、
私
の
作
品
は
『
世
界
叢
書
』
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
し
、
翻
訳
は
ま
だ
い
く
ら
も
な
く
、
多
く
は
先
約
が
あ
る
の
で
、
後

（
８
）

日
他
に
訳
し
た
も
の
を
出
す
し
か
あ
る
ま
い
。

（
、
）

午
前
、
大
学
へ
行
き
、
小
説
集
原
稿
を
適
之
（
胡
適
》
小
川
）
に
渡
し
、
昼
に
帰
る
。

‐
ｊ

Ｏ

｡

，
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こ
う
し
た
記
述
は
『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
序
文
執
筆
の
日
付
の
五
月
二
○
日
と
符
合
す
る
。
五
月
二
九
日
に
送
ら
れ
た
原
稿
が
同
書
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る

ま
い
。
従
っ
て
文
中
で
言
う
「
編
集
整
理
（
原
語
で
は
〃
編
理
〃
）
」
と
は
、
既
に
雑
誌
発
表
済
み
の
も
の
も
含
め
、
原
稿
を
整
理
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
五
月
六
日
の
記
述

は
附
録
で
あ
る
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
編
集
を
終
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
同
年
の
魯
迅
日
記
は
周
知
の
通
り
失
わ
れ
て
お
り
、
参
与
の
度
合
い
を
確
か
め

る
す
べ
が
な
い
が
、
『
現
代
小
説
課
叢
一
で
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
周
作
人
が
主
と
し
て
編
集
に
あ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
既
に
引
い
た
魯
迅
書
簡
か
ら
も

窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
魯
迅
の
役
割
は
作
品
の
選
択
上
の
助
言
・
担
当
作
品
の
翻
訳
に
止
ま
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑪
初
出
誌
「
訳
文
付
記
」
と
の
比
較
検
討

「
關
子
作
者
的
説
明
」
各
項
の
文
章
は
、
従
来
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
作
家
に
関
す
る
説
明
を
自
分
で
書
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
充
分
な
裏
付
け
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ど
れ
が
魯
迅
あ
る
い
は
周
作
人
の
文
章
と
言
え
る
の
か
、
テ
キ
ス
ト
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
具
体
的
に
確
定
し

て
行
き
た
い
。
ま
ず
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
・
作
家
を
翻
訳
の
担
当
者
別
に
列
記
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
小
説
集
』
の
編
集
作
業
は
、
翻
訳
の
仕
上
が
り
を
待
っ
て
、
翌
二
二
年
四
～
五
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
周
作
人
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
．
現
代
日
本
小
説
集
』
編
集

に
関
す
る
記
述
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

魯
迅
担
当

四
月
三
○
日

五
月
五
日

五
月
六
日

五
月
一
七
日

五
月
二
九
日

「
日
本
小
説
集
」
を
編
集
。
午
後
終
え
る
。

（
Ⅱ
）

適
之
（
胡
適
”
小
川
）
に
手
紙
、
及
び
原
稲
二
冊
を
送
る
。

付
録
の
編
集
整
理
を
終
え
る
。

「
日
本
小
説
集
」
（

午
後
、
編
集
整
理
。

Ⅱ
「
關
子
作
者
的
説
明
」
各
項
の
検
討

ｌ
テ
キ
ス
ト
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
検
討

の
編
集
整
理
に
芯
手
。

、

、

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
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こ
れ
ら
の
翻
訳
の
大
半
は
、
同
書
収
録
以
前
に
「
訳
文
付
記
」
と
と
も
に
雑
誌
に
発
表
き
れ
て
い
る
（
「
訳
文
付
記
」
と
は
便
宜
的
に
つ
け
た
呼
称
で
、
文
末
に
付
記
さ

れ
た
作
者
に
関
す
る
説
明
を
指
す
）
。
多
く
の
場
合
、
こ
の
「
訳
文
付
記
」
が
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
原
型
と
な
っ
て
お
り
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
各
項
の
作
者
を
確
定

す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
ず
、
初
出
誌
「
訳
文
付
記
」
と
殆
ど
一
致
す
る
作
家
を
掲
げ
る
。
国
木
田
と
千
家
の
場
合
は
、
初
出
誌
が
複
数
と
な
っ
て
お
り
、
厳
密
に
は
初

出
誌
と
は
言
え
な
い
が
、
一
部
省
略
し
て
、
文
章
を
構
成
し
直
し
た
も
の
で
内
容
は
他
と
同
様
に
一
致
す
る
。
（
カ
ッ
コ
内
の
付
記
は
該
当
す
る
初
出
誌
名
、
新
聞
で
は
発

表
西
暦
下
二
ケ
タ
の
年
及
び
月
日
、
雑
誌
で
は
巻
及
び
号
を
記
し
た
）

周
作
人
担
当

夏
目
漱
石

森
鴎
外

有
島
武
郎

江
口
澳

菊
池
寛

芥
川
龍
之
介

国
木
田
独
歩

鈴
木
三
重
吉

武
者
小
路
実
篤

長
與
善
郎

志
賀
直
哉

千
家
元
麿

江
馬
修

佐
藤
春
夫

加
藤
武
雄

「
あ
る
敵
討
の
話
」
「
三
浦
右
衛
門
の
最
期
」

「
鼻
」
「
羅
生
門
」

「
峡
谷
の
夜
」

「
掛
物
」
「
ク
レ
イ
グ
先
生

「
あ
そ
び
」
「
沈
黙
の
塔
」

「
小
さ
き
者
へ
」
「
お
末
（

「
金
魚
」
「
写
真
」
「
黄
昏
」

「
久
米
仙
人
」
「
第
二
の
母
親
」

「
亡
き
姉
に
」
「
山
の
上
の
観
音
」

「
網
走
ま
で
」
「
清
兵
衛
と
瓢
箪
」

「
深
夜
の
ラ
ッ
パ
」
「
バ
ラ
の
花
」

「
少
年
の
悲
哀
」
「
巡
査
」

「
私
の
父
と
父
の
鶴
の
話
」
「
黄
昏
の
人
間
」

「
郷
愁
」

「
小
さ
い
一
人
」

「
ク
レ
イ
グ
先
生
」

「
お
末
の
死
」

’

L
埴

r
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芥
川
龍
之
介
「
鼻
」
「
羅
生
門
」
二
篇
の
「
訳
文
付
記
」
は
合
成
さ
れ
、
更
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
三
重
吉
「
金
魚
」
は
「
訳
文
付
記
」
を
も
と
に
し
て
書
き
直
し
た

形
跡
が
う
か
が
わ
れ
、
文
章
が
完
全
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
が
、
個
々
の
語
句
で
は
共
通
点
が
多
い
。
こ
の
二
作
家
に
つ
い
て
も
日
記
に
よ
っ
て
魯
迅
・
周
作
人
本

人
の
執
筆
が
確
認
で
き
る
。
以
上
は
全
て
従
来
の
見
解
を
補
強
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
本
人
の
執
筆
に
よ
る
と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
を
細
か
く
検
討
す
る
作
業
は
煩
瓊
に
わ
た
る
の
で
省
略
す
る
が
、
内
容
的
に
文
字
通
り
初
出
誌
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ

も
魯
迅
・
周
作
人
日
記
か
ら
本
人
の
執
筆
が
確
認
で
き
、
魯
迅
の
名
で
周
作
人
が
代
作
し
た
、
あ
る
い
は
逆
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
え
な
い
。
更
に
右
の
よ
う
に
完
全
と
は
言
え

な
い
ま
で
も
文
章
の
大
半
が
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
二
作
家
が
挙
げ
ら
れ
る
。

周
作
人

魯
迅

魯
迅

周
作
人 国

木
田
独
歩
「
少
年
の
悲
哀
」
（
『
新
青
年
』
８
／
５
）

「
巡
査
」
（
『
辰
報
副
鑛
』
伽
／
、
／
的
、

志
賀
直
哉
「
網
走
ま
で
」
言
小
説
月
報
』
皿
／
４
）

千
家
元
麿
「
深
夜
の
ラ
ッ
パ
」
言
新
青
年
』
８
／
‐

菊
池
寛
「
三
浦
右
衛
門
の
最
期
」
二
新
青
年
』
９
／
３
）

鈴
木
三
重
吉
「
金
魚
」
『
東
方
雑
誌
』
（
超
／
型
）

芥
川
龍
之
介
「
鼻
」
『
晨
報
副
錨
』
罰
／
５
／
ｕ
）

「
羅
生
門
」
一
晨
報
副
鑛
』
（
別
／
６
／
略
）

９

加
藤
武
雄

「
深
夜
の
ラ
ッ
パ
」
言
新
青
年
』
〈

「
バ
ラ
の
花
」
（
『
新
潮
』
３
／
１
）

「
郷
愁
」
言
．
小
説
月
報
』
吃
／
１
）

8

／
4

…

L

及
び

犯
）

及
び

L
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こ
の
う
ち
幾
つ
か
の
翻
訳
自
体
に
つ
い
て
は
日
記
で
魯
迅
周
作
人
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
が
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
「
訳
文
付
記
」
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
、
「
訳
文
付
記
」
が

存
在
し
て
も
「
關
子
作
者
的
説
明
」
と
全
く
一
致
し
な
い
た
め
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
作
者
の
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
翻
訳
作
品
自
体
の
初
出
誌
に
拘
泥
せ
ず
に
、
こ
れ
ら
の
作
家
に
関
す
る
言
及
を
魯
迅
・
周
作
人
の
作
品
か
ら
広
く
探
し
て
行
く
と
、
意
外
な
事
実
に
突
き
当
た
る
。

（
旧
一

邦
訳
版
『
魯
迅
全
集
』
の
訳
注
に
お
い
て
も
担
当
の
小
谷
一
郎
氏
が
一
部
指
摘
き
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
中
の
夏
目
漱
石
と
森
鴎
外
の
項
は
周
作
人
が

（
卿
｝

一
九
一
八
年
に
行
っ
た
講
演
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
（
以
下
「
小
説
之
発
達
」
と
省
略
）
と
内
容
的
に
か
な
り
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
夏
目
漱
石
の
項
か
ら
比
較
し
て
行
く
。
「
小
説
之
発
達
」
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
双
方
の
内
容
を
文
章
の
流
れ
に
従
っ
て
段
落
を
区
切
り
、
対
照
さ
せ
て
み
た
の

が
別
表
１
で
あ
る
。
ほ
ぼ
共
通
す
る
と
見
な
せ
る
の
は
、
「
略
歴
の
紹
介
」
「
余
裕
派
文
学
」
「
夏
目
漱
石
に
よ
る
余
裕
派
定
義
」
の
三
箇
所
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
最
初
の
略

歴
は
、
字
句
に
多
少
の
出
入
り
が
有
る
も
の
の
、
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
第
二
の
「
余
裕
派
文
学
」
で
も
、
「
彼
の
主
張
す
る
の
は
い
わ
ゆ
る
〃
低
廻
趣
味
“
で
、

余
裕
派
の
文
学
と
も
称
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
一
節
は
完
全
に
一
致
し
、
異
な
る
の
は
句
読
点
の
み
で
あ
る
。
第
四
の
「
夏
目
漱
石
に
よ
る
余
裕
派
定
義
」
で
は
、
「
小
説
之

発
達
」
が
文
語
訳
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
が
口
語
訳
と
異
な
る
も
の
の
、
後
者
に
は
文
語
的
表
現
が
な
お
残
り
、
修
正
の
跡
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
一
方
異
な
る
の
は
、
「
初

期
の
漱
石
文
学
」
「
余
裕
派
定
義
の
解
説
」
「
後
期
の
漱
石
文
学
」
の
三
箇
所
で
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
二
つ
ま
で
は
漱
石

の
文
学
活
動
歴
の
紹
介
で
、
残
り
一
つ
も
漱
石
の
言
葉
の
解
説
で
あ
り
、
文
章
の
骨
格
か
ら
見
れ
ば
副
次
的
性
格
を
持
つ
箇
所
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
二
篇
の
文
章
が
同
一
の

発
想
で
書
か
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
比
重
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
「
關
子
作
者
的
説
明
」
は
「
小
説
之
発
達
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

残
さ
れ
た
の
は
、
Ａ
・
雑
誌
発
表
の
「
訳
文
付
記
」
が
当
該
作
家
の
「
關
子
作
者
的
説
明
」
と
全
く
一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
、
Ｂ
・
雑
誌
に
「
訳
文
付
記
」
が
発
表
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
馬
修
（
周
作
人
）
・
江
口
漠
（
魯
迅
）
に
つ
い
て
は
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
文
章
が
数
十
字
と
極
め
て
短
く
、
単
な
る
経
歴
の
羅

（
聰
）

列
で
、
比
較
が
不
可
能
な
の
で
検
討
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
し
て
、
そ
の
他
で
Ａ
Ｂ
に
相
当
す
る
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
カ
ッ
コ
内
は
作
品
の
翻
訳
担
当
者
）

Ｂ
夏
目
漱
石
・
有
島
武
郎
（
魯
迅
）

長
與
善
郎
（
周
作
人
）

Ａ
森
鴎
外
（
魯
迅
）

武
者
小
路
実
篤
・
佐
藤
春
夫
（
周
作
人
）

②
初
出
誌
が
存
在
し
な
い
項
目
の
検
討

P

P
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別表l《夏目漱石》

「日本近三十年小悦之没述」

－－略歴の紹

遠非自然主又文学中，最ｲl.名的，是夏目漱石。他本

是京京大学教授，后来辞駅，逃了朝日新聞社，考作坪陀

小悦。

－－余裕派文学

他所主張的，是所渭“低掴趣味"，又称“有徐裕的

文学”。

－初期の漱石文学

当初他同正岡子規，高漠雌子等改革俳句，没刊一神

朶志，名字叫島名的《子規》(Hototogis'),他最初倣的

小悦《我是猫》就載在遠秤朶志上Ihi°是中学教師家IM的

一只猫,i己他自己的姪厨児|則，狼是恢i皆，自有一仲風

趣。

－夏目漱石による余裕派定義

高漠虚子倣了一部短篇集，名日《璃共》（即是潤冠

花)，漱石作序，中|司悦一

徐裕的小悦，即如名字所示，非急迫的小悦也，避

非常一字之小悦也，日用衣服之小悦也。如借用近来流

行之文句，即或人所渭触着不触肴之中，不触着的小悦

也。．．…･或人以力不触着者，即非小悦；余今故明定不

触着的小悦之萢園，以力不触着的小悦，不特与触着的

小悦，同有存在之枚利，且亦能收同等之成功。……世

界r~,此「岡世界之中，起居之法，神秤不同。随鎌

噛机，采此稗稗起居，即余裕也。或覗察之，亦除裕

也。或玩味之，亦徐裕也。

－余裕派定義の解説

自然派悦，凡小悦須触着人生，漱石悦，不触軒的，

也是小悦，也一祥是文学。井且又何必那祥急迫，我佃也

可以壊媛的，圦圦容容的賞玩人生。讐如走路，自然派是

急忙奔走；我佃就浸歩追遥，同公園散歩一般，也未始不

可。遠是徐裕派的意志同由来。

－後期の漱石文学

漱石在《猫》之后，〈虞美人草》也是迭一派的除裕

文学。晩年作<n》和《行人》等，已多客現的傾向，描

写心理，最是深透。但是他的文章，多用悦明叙述，不用

印象描写；至干拘造文辞，均扱完美，也与自然派不同，

独成一家，不悦方明治吋代一十散文大家。

『現代日本小悦集』「美子作者的悦|ﾘl」

－略歴の紹

夏目漱石(NatsumeSoseki,1867-1917)名金之

助，初力京京大学教授，后来辞去人朝日新同社，寺圦事

子著述。

－－余裕派文学

他所主張的，是所渭“低桐趣味"，又称“有徐裕的

文学”。

－初期の漱石文学

（欠落）＊類似した内容が「漱石文学の特色」に組み込

まれた。

－夏目漱石による余裕派定義

一九○八年高浜虚子的小悦集《潤失》出版，夏目替

他倣序，悦明他{'1一派的恋度：

有徐裕的小悦。即如名字所示，不吋急迫的小悦，

是避了非常迭字的小悦。如借用近来流行的文句，便是

或人所哨触着不触着之中，不触着的迭一稗小悦。……

或人以力不触着者，即非小悦；但我主張不触着的小悦

不特干触着的小悦，同有存在的杖利，而且也能收同等

的成功。……世|可恨是r~",在迭r凋的的世同，起居

之法，也有神神的不同：随鎌1筋机的采此稗稗起居即是

除裕，現察之亦徐裕，或玩味之亦徐裕。有了迭十徐裕

オ得没生的事件以及対於遠些聯件的情堵，固亦依然是

人生，是活汲汲地之人生也。

－－余裕派定義の解説

（欠落）

－後期の漱石文学

（欠落）＊但し、類似した内容が

組み込まれた。

｢漱石文学の特色」に

－漱石文学の特色

夏目的著作想像半富，文河梢美児称。早年所作，登

在俳潜朶志子規(Hototogisu)上的奇jL(Bocchan)我是

猫(Wagahaiwanekodearu)渚篇，軽快酒脱，富子机

智，明治文転上的新江戸芝水的主流，当世元与匹者。

(以下は訳出作品の原書単行本名の列記）
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漱
石
と
同
様
、
別
表
２
の
テ
キ
ス
ト
比
較
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
略
歴
に
つ
い
て
は
、
述
べ
る
順
序
が
違
う
だ
け
で
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
こ
の
中
で
述
べ
る
文
学
史
上
の

功
績
は
別
表
２
の
各
文
中
の
傍
線
部
Ａ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
小
説
之
発
達
」
で
殆
ど
欠
落
し
、
経
歴
紹
介
で
「
翻
訳
の
他
に
、
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
」
と
述
べ
る
に
止

ま
る
。
だ
が
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
で
は
や
や
具
体
化
し
、
「
森
鴎
外
博
士
」
で
は
作
品
名
を
列
挙
し
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
第
二
の
「
あ
そ
び
」
に
つ
い
て
は
、
傍

線
部
Ｃ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
小
説
之
発
達
」
で
は
小
説
か
ら
一
節
引
用
し
、
「
森
鴎
外
博
士
」
で
は
一
部
を
地
の
文
に
織
り
込
む
形
で
引
用
す
る
が
、
「
關
子
作
者
的
説

明
」
で
は
結
論
的
な
評
価
の
み
に
止
ま
る
。
こ
こ
で
の
異
同
は
、
魯
迅
訳
「
あ
そ
び
」
が
『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
各
テ
キ
ス
ト
中
の
傍
線
部
℃
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
理
知
的
」
「
熱
の
な
い
」
「
虚
無
的
」
な
態
度
を
「
あ
そ
び
」
に
見
い
だ
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
第

三
の
「
杯
」
に
つ
い
て
は
、
「
小
説
之
発
達
」
で
は
欠
落
し
、
「
あ
そ
び
」
引
用
の
省
略
を
補
う
た
め
に
加
え
ら
れ
た
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
傍
線
部
Ｄ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

「
關
子
作
者
的
説
明
」
で
は
引
用
文
を
中
心
と
し
、
「
森
鴎
外
博
士
」
で
は
引
用
文
を
切
り
詰
め
て
要
旨
の
み
を
述
べ
て
い
る
が
、
同
趣
旨
の
内
容
で
あ
る
。
以
上
の
比
較

か
ら
、
行
文
に
か
な
り
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
文
章
の
論
旨
に
お
い
て
は
、
な
お
多
く
の
共
通
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
同
一
人
物
、
す
な
わ
ち
周
作
人

の
手
に
な
る
三
篇
の
文
章
と
考
え
て
も
無
理
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
森
鴎
外
博
士
」
が
「
關
子
作
者
的
説
明
」
以
後
に
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
魯
迅
が

「
關
子
作
者
的
説
明
」
を
執
筆
し
た
後
、
周
作
人
が
入
稿
前
に
参
照
し
て
「
森
鴎
外
博
士
」
を
書
い
た
可
能
性
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
魯
迅
が
鴎
外
を
論

じ
た
唯
一
の
文
章
で
あ
る
「
沈
黙
之
塔
」
訳
者
附
記
は
、
「
關
子
作
者
的
説
明
」
と
何
ら
共
通
点
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、
魯
迅
よ
り
も
周
作
人
が
書
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
、

（
暇
）

鴎
外
博
士
」
が
「
關
子
作
垂

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
で
有
島
武
郎
を
除
く
魯
迅
担
当
の
作
家
に
つ
い
て
は
全
て
検
討
が
済
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
残
さ
れ
た
の
は
周
作
人
が
担
当
し
た
武
者
小
路
実
篤
、
佐
藤
春
夫
、

長
與
善
郎
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
家
に
つ
い
て
は
、
周
作
人
、
魯
迅
の
当
時
の
文
章
か
ら
初
出
誌
と
見
な
し
得
る
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
魯
迅
が
武
者

小
路
に
言
及
し
た
文
章
は
限
ら
れ
て
お
り
、
佐
藤
・
長
與
に
つ
い
て
は
、
皆
無
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
三
作
家
に
つ
い
て
は
テ
キ
ス
ト
レ
ベ
ル
で
の
検
討
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
だ
が
、
以
上
の
検
討
に
加
え
、
魯
迅
の
供
文
が
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
こ
と
、
更
に
前
段
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
周
作
人
中
心

の
編
集
作
業
の
実
態
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
附
録
編
集
の
際
に
、
周
作
人
自
ら
筆
を
と
っ
て
書
い
た
項
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
結
果
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
魯
迅
が
実
際
に
執
筆
し
た
と
確
定
で
き
る
の
は
、
菊
池
寛
・
芥
川
龍
之
介
の
項
に
限
ら
れ
（
材
料
不
足
で
検
討
の
対
象
か
ら
除

外
し
た
作
家
を
除
く
）
、
そ
の
他
の
魯
迅
担
当
分
（
夏
目
・
森
）
も
含
め
た
残
り
の
項
目
は
全
て
周
作
人
の
手
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

は
る
か
に
蓋
然
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
森
鴎
外
の
方
は
事
情
が
や
や
複
雑
で
あ
る
。
「
小
説
之
発
達
」
の
ほ
か
に
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
入
稿
（
五
月
二
九
旦
後
の
七
月
二
四
日
発
表
の
追
悼
文
「
森

（
暇
）

汁
博
士
」
が
「
關
子
作
者
的
説
明
」
と
酷
似
し
て
お
り
、
先
に
結
論
か
ら
述
べ
て
し
ま
え
ば
、
周
作
人
は
「
小
説
之
発
達
」
を
元
に
し
て
他
の
二
篇
を
前
後
し
て
書
い
た

「

し
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別表2〈森鴎外〉

「日本近三十年ﾉ1,悦之没迭」

－－略歴の紹

森鴎外本是医学博士，兼文学博士，充率咲

息膣，現任博物憶侭，（A)翻津以外，多ｲi(B）

創作。

r現代日本′l悦集』「美十作肴的悦明」

一一略歴の紹

森鴎外森鴎外(Mori()gai,1860-)名林太

郎．医学博士又足文学博士，曽任軍医息盤，現

在方来京博物憶任。他与坪内適遥上田敏渚人最

初(A)介鮒欧洲文と佃有功壌。后又(B)肌事創

作．著有小悦或刷供多。

｢森鴎外博士」追悼文「森鴎

一一略歴の紹

森鴎外(MoriOogai)名林太郎，生子一

八六○年．竿並医科大学，留学徳国，寺研究、

生学，由后逃医学博士，后又授文学博士．任隼

医息腔及来京博物憶任，今年七月十日腎註病

卒，年六十三歩。

在日本近三十年的文学界上，森氏留下扱大

的功端，与坪内過遥博士井称。他在新文学初共

的吋候供著i午多精密的介錯翻津，到后来自然主

又央起，風塵一吋，他以超然的志度．独立著

作，自成一家，但一方面(A)翻洋欧洲大陪的作

品価不憾，最著名者有丹麦安徒生的〈即央時

人>･漣国研憾的《浮斯式》，《野億倍》及〈浮

斯次考〉等，此外〈一幕物》，《現代小品》，〈十

人十活>･与《蛙》等亦均有名。(B)著作則有

瑛剛〈我的一幕物》，小悦集〈滑滴》（后改題

<迩魂承》)，《走弓灯匂分身》，〈高瀬舟》，惟篇

《青年》及《雁》，倍i己故事〈天保物i吾》，《山

房礼妃〉等数十件。

－「あそび」に見られる鴎外の文学主張一一一rあそび」に見られる鴎外の文学主張一一

他近来的主張是遺災文学。短篇小脱ぐ跡他的作品，批坪家都悦是(､C)透明的智的芦＊「あそび」への言及は下段へ。

趨〉（Asobi）的里面悦： 物，他的恐度里是没有r熱」的。他吋予遠些活

遠↑双子就是著作的吋候．也同小咳子瀞的抗僻在瀞現遠鯏小悦蝋悦得恨清楚。

没吋一祥的心情。迭井不是悦．他就一点没有＊r現代日本'j,説集』に魯迅訳「あそ

苦姓，元陀什公瀞洩，都須得超越障碍。他也び」が収録されたため竹略された。

暁得乞木不是玩要，也自覚得偶将自己NI的家

炊，交与真的巨匠大家，也可造成震幼世界的

作品。但是里然自覚，却(C)恩存着瀞戒的心

情。……息之在木村元絶作什公事，都是一稗

瀞趨。

迭几句活，根可児他的恋度。（℃)他是珊知

的人，所以対子凡事，都遮一副消扱的恋度，没

有央奇的吋候，頗有現代虚元思想影哨。所以他

的著作，也多不触着人生。遺央主又，名称風然

不同，到底也是侃掴趣味一流，称作除裕派‘也

没什公不可。

－「杯」について

（欠落）

－r杯」について

（D）他又在杯（SIlkaZuki）蝋表明的創作的

恋度．有七十姑娘各掌了一只離着「自然」卿字

的銀杯，也来間泉水I側。第八十姑娘掌出一ｲ､沖

的熔瀞顔色的'1,杯，也来閏水。七十人見了恨冴

r杯」について

〈消滴》在一九一○年出版，其中有

〈杯〉及《漉戒》二篇最可注意，因方他著

作的恋度与風格在迭里辺最明星的表現出来

了。（D)掌着火山的熔岩的陶杯的第八↑少

怪，由侮蔑而緋力怜燗，イ1．－ﾉﾄ人悦道，「将我女，不隠借用別人的離着「自然」函字的根

的借姶伊肥？」

｢第八↑姑娘的間著的噴唇，適吋候オ汗

11了。“M1，1，wrren，estpasRrand,m細i鼠
帥

jeboi鼠dansmonverrt｡．

迭是消沈的但雌鋭利的声音。

遮是晩，税的杯井不大，但我迩是用我的杯

去喝。」

杯，悦道，‘‘我的杯井不大，但我用自己的

杯炊水,”迭即是他的小影。

(以下は訳出作11,の原書単行本名の列記）－「あそび」に見られる鴎外の文学主張一一

〈詩戒》里的木村，（C)対子万事怠村着澁
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洩的心情，元途倣什公事，都是一稗時我，但遠

乃是(℃)理知的人的透明的虚元的思想”与常人

的生活力清遣者不同，呈当吋頗遭文妊卜iF筑派

的喝弄，但是即系現代人的心情，当然有其存在

的价値。遮稗窓度与夏目漱石的所渭低掴趣味可

以相比，両家文章的清淡而映洞，也正是一祥的

超亀，不述森氏的思想保守的分子更少．如在

〈況猷之塔》一篇里可以看出。遠篇原来聲存牛

田K江津尼采的《札拉圏斯或拉》上，当作序

文，有沢洋，收在〈現代日本小悦集〉中。

（以下省略）

、
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別
表
３
に
掲
げ
た
と
お
り
、
以
上
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
Ａ
と
Ｂ
は
訳
文
を
含
め
た
文
章
自
体
が
一
部
を
除
き
完
全
に
一
致
す
る
。
一
致
し
な
い
箇
所
と
は
有
島
の
自
死
に

関
す
る
記
述
の
み
で
あ
り
、
同
一
人
物
が
Ａ
Ｂ
双
方
を
書
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
周
作
人
の
単
行
本
『
自
己
的
園
地
』
（
北

京
展
報
社
初
版
）
『
談
龍
集
』
二
冊
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
作
者
に
つ
い
て
は
疑
い
を
容
れ
な
い
が
、
後
述
の
通
り
Ａ
Ｂ
の
訳
文
と
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の

異
同
か
ら
、
想
定
し
う
る
可
能
性
は
二
つ
に
絞
ら
れ
る
。

仰
訳
文
Ａ
Ｂ
の
比
較

前
段
ま
で
の
検
討
で
『
現
代
日
本
小
説
集
』
「
關
子
作
者
的
説
明
」
の
殆
ど
の
文
章
が
周
作
人
の
手
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
最
後
に
残
さ
れ
た
有

島
武
郎
の
項
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
有
烏
「
四
つ
の
事
」
を
含
む
文
章
は
三
種
類
存
在
す
る
。
発
表
順
に
整
理
す
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
一
九
二
二
年
一
月
発
表

毒
東
方
雑
誌
』
四
巻
１
回

周
作
人
訳
「
潮
霧
」
訳
寺

Ｂ
一
九
二
三
年
六
月
刊
行

『
現
代
日
本
小
説
集
』
（

無
署
名
附
録
「
關
子
枠

Ｃ
一
九
二
三
年
七
月
発
表

『
肢
報
副
錨
』
七
月
て

周
作
人
作
「
有
島
武
郎
」

ァ
、
訳
文
Ａ
は
周
作
人
の
名
を
借
り
て
、
魯
迅
が
翻
訳
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
訳
文
Ａ
Ｂ
は
魯
迅
の
手
に
な
る
も
の
で
、
訳
文
Ｃ
の
み
周
作
人
の
手
に
な

七
月
一
七
日
掲
載

島
武
郎
」
（
追
悼
文
）

Ⅲ
「
四
つ
の
事
」
訳
文
の
検
討

四
巻
１
号
掲
載

霧
」
訳
文
付
記

唖
集
』
（
周
作
人
編
訳
）

「
關
子
作
者
的
説
明
」

「
有
島
武
郎
」

所
収

▲
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別表3〈中国語訳「四つの事」諸本の比較》

上段……『東方雑誌』19巻1号発表「潮霧」訳文付記
下段．．…・『現代日本小説集』所収附録「關子作著的説明」
＊異同状況については欠落箇所を×で､一致箇所を〃で示した。

有島武郎(ArishimaTake6)
宥葛莪蔀〃〃〃〃〃Takeo)

生子一八七七年，本学衣，留学英国。××××××××××一九一○年
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃萸交美，力札幌衣学校教授。〃",〃〃〃

頃，朶志白樺友刊，有島寄稿其中，漸力世同所知，厨年端集作品力有島武郎著作集，至今LL出到第十三輯了。
噸×〃〃､''''〃〃〃〃〃ク〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃クククク〃､，ﾊタﾊ，'､''､''､'/､，'〃〃〃〃〃〃第十四輯了。

迭一篇当初裁在京京吋事新根上，又收在白樺之森里，其后婦人著作集第七輯。
ゴ ー 一

×××××××××××××××××××××××××××××××××××

美子他的創作的要求与恋度,他在著作集第十一輯里有一篇関f鴎的文章,略有悦明。他悦，一一
〃〃〃〃〃〃〃今〃〃〃・〃〃今著作集〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃′〃〃〃〃〃〃〃〃〃×××××

一

“第一，我因力寂寛所以@'l作。在我的周圃，弓恨与偕悦，吋li'l与空li'l,筑了十重二重的端，有吋候覚得几
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

乎要気悶了。〔但是〕圦那威泙而且高大的塙的隙|可，吋吋〔望児〕椋心劫塊般的生活或自然，忽隠忽現。得見
〃〃〃〃〃〃×但是×〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃×望見×〃〃〃′〃〃〃〃′〃〃〃〃〃〃〃・〃〃

迭十的吋候的椋喜，与看不見迭ｲ､了的吋候的寂寛，勺分明的覚到迭看不児了的末西決不能再在自己面前出現了
〃〃〃〃〃〃〃〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 の 〃 〃 〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

的吋候的寂翼呵1在遠吋候，能鰺将迭看不見了的京西晩笑的迩我，砺実的鈍梓的迩我者，除乞木之外再没有別
〃〃〃〃〃〃〃〃"〃〃"〃〃"〃〃〃〃〃"今〃〃〃〃〃〃"""""〃""今"〃"〃"〃〃"〃〃""

的了。我圦幼小吋候，不知不枳的住在迭境地里。那便取了所渭文学的形式。
クヶクヶヶヶケヶヶヶヶ""〃〃"〃〃〃〃〃、〃〃"""""〃"〃〃〃

“第二，我因方愛着，所以創作。迭或者明去似乎是高慢的活。但是生方人|剛而不愛者，一十都没有。元因
〃〃〃〃〃"〃〃〃〃〃"〃〃"""〃"""〃〃ｹク〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃"〃"〃〃〃〃

了受而收人的若干的生活的人，也是一十都没有。迭ﾉﾄ生活，常圦一/卜人的胸中，想尽量的ケ充到多人的胸中
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃也×〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

去。我是被迭ケ充性所克服了。受者不得不杯孕。杯孕者不得不F:生。有吋〔芦生〕×活的小ル有吋×死的小
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃′〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃×声生的是〃〃〃〃〃〃〃是〃〃〃

几，有吋×双生ル有吋×月分不足的ル而且有吋×母体自身的死。
〃〃〃〃是〃〃〃〃〃〃是〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃是〃〃〃〃〃〃〃

“第三，我因力欲受，所以創作。我的愛被那想要如笑的擾住在端的那辺隠現着的生活或I"1然的沖幼所駆
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃""〃〃""〃〃〃〃""""""〃〃〃〃〃""〃〃〃〃〃〃〃〃

使。因此我尽量的高掲我的旗帆尽量的力拝我的手巾。迭ｲ､信号被人家接皮的机会，自然是不多。在迭祥孤独
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃"〃""""〃"""""〃〃〃ｸｸｹ〃""〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

的性格，更自然不多了。但是面回也要，一回也要，我如能鯵友児我的信号被人家的没有惜俣的信号所接厘，我
〃〃〃×〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ケヶクヶ〃クヶ クヶヶ〃〃〃〃〃〃クククク〃ケヶヶヶヶヶ〃〃〃〃

的生活便迭干幸福的絶頂了。力想要遇着迭喜悦的塚故，〔所以創作的。〕
〃〃〃〃〃〃ケヶヶ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃×〃〃〃〃〃〃×

“第四，我又因力欲鞭策自己的生活，所以創作。如何毒筆而且峡向上性的我的生活呵1我灰了遠/↑了。皮
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ケク〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

咳鋭奔的売，在我已有几十了。我的作品倣了鞭策，秤繭的姶我抽打那頑間的売。我應我的生活因了作品而得改
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃"〃〃〃"〃〃〃"〃〃"〃〃"〃〃"〃〃〃〃〃"〃〃"〃""〃〃〃〃

造！”
〃〃〃

××××××××××××××××××××××××××××××××××

与幼小者(Chisakimonoe)児著作集第七輯，也收人夢弓字的U本小悦集中。
一 一

××××××× ××××××××××××

阿末之死(Osuenoshi)児著作集第一縄。
一 一
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こ
の
両
者
の
う
ち
、
前
者
の
ァ
は
、
周
作
人
の
名
前
を
借
り
て
魯
迅
が
翻
訳
執
筆
し
た
理
由
が
不
明
で
あ
り
、
現
実
的
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
訣
別
以
前
の
二
人

の
間
で
は
し
ば
し
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
貸
し
借
り
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
、
魯
迅
の
死
後
に
周
作
人
が
書
い
た
文
章
（
「
關
子
魯
迅
」
「
關
子
魯
迅
之
二
」
）
で
認
め
て
い
る
。

だ
が
、
周
作
人
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
発
表
さ
れ
な
が
ら
、
実
は
魯
迅
の
作
品
で
あ
っ
た
と
今
日
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
古
小
説
鉤
沈
・
序
」
（
一
九
一
二
年
）

｛
岨
）

『
会
稽
郡
故
書
雑
集
』
（
一
九
一
五
年
）
『
域
外
小
説
集
』
序
（
一
九
二
一
年
）
等
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
序
文
・
単
行
本
の
名
義
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
雑
誌
発
表
の

｛
四
｝

一
篇
の
翻
訳
の
場
合
と
全
く
状
況
を
異
に
し
て
お
り
、
魯
迅
が
周
作
人
名
義
で
翻
訳
を
発
表
し
た
と
考
え
る
べ
き
理
由
は
全
く
見
あ
た
ら
な
い
。

一
方
、
後
者
の
イ
に
つ
い
て
も
、
問
題
無
し
と
は
で
き
ま
い
。
同
一
人
物
に
よ
る
訳
文
で
あ
り
な
が
ら
、
次
項
で
示
す
よ
う
に
訳
文
Ａ
Ｂ
と
訳
文
Ｃ
と
で
訳
し
方
が
異
な

る
の
で
あ
る
。
後
者
の
仮
説
を
成
り
立
た
せ
る
に
は
、
こ
の
訳
文
の
変
更
に
充
分
な
説
明
を
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
”
）

ま
ず
、
周
作
人
の
翻
訳
意
図
を
確
か
め
る
た
め
、
異
同
箇
所
に
あ
た
る
有
島
の
原
文
を
掲
げ
る
。

【
有
島
原
文
】
私
は
又
愛
し
た
い
が
故
に
創
作
を
し
ま
す
。

「
四
つ
の
事
」
第
四
段
落

訳
文
Ａ
Ｂ
Ⅱ
冥
頑
訳
文
Ｃ
Ⅱ
頑
固

「
四
つ
の
事
」
第
二
段
落

訳
文
Ａ
Ｂ
Ⅱ
愛
着
訳
文
Ｃ
Ⅱ
欲
愛

一
有
島
原
文
】
私
は
ま
た
、
愛
す
る
が
故
に
創
作
を
し
ま
す
。

「
四
つ
の
事
」
第
三
段
落

訳
文
Ａ
Ｂ
Ⅱ
欲
愛
訳
文
Ｃ
Ⅱ
欲
得
愛

ィ
、
訳
文
Ａ
は
周
作
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、
訳
文
Ｂ
は
無
署
名
だ
が
、
周
作
人
が
翻
訳
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
訳
文
Ａ
Ｂ
、
更
に
Ｃ
も
周
作
人
の
手
に

な
る
も
の
で
あ
る
。

②
訳
文
Ｃ
の
検
討

ブ
（
》
○

〃
ず

Ｉ
訳
文
Ｃ
原
文
（
全
文
）

別
表
３
の
文
章
と
の
異
同
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
、
訳
文
Ｃ
中
の
点
線
は
周
作
人
自
身
の
省
略
で

あ
る
。第

一
，
我
因
力
寂
寛
‐
所
以
創
作
。
…
…

第
二
，
我
因
力
欲
愛
，
所
以
創
作
。
…
…

第
三
，
我
因
力
欲
得
愛
，
所
以
創
作
。
…
…

第
四
，
我
又
因
力
欲
鞭
策
自
己
的
生
活
，
所
以
創
作
。
如
何
套
筆
而
且
峡
乏
向
上
性
的
我
的
生
活
呵
！
我

灰
了
迭
介
了
。
皮
咳
蜆
奔
的
売
，
在
我
已
有
几
介
了
。
我
的
作
品
姶
我
倣
了
鞭
策
，
浮
重
的
姶
我
抽
打
那

冥
頑
的
売
。
我
恩
我
的
生
活
因
了
作
品
而
得
改
造
！

『
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③
『
現
代
日
本
小
説
集
』
後
の
翻
訳
書

以
上
の
検
討
に
加
え
、
魯
迅
と
の
訣
別
後
に
刊
行
さ
れ
た
周
作
人
の
翻
訳
書
中
の
「
關
子
作
者
的
説
明
」
に
相
当
す
る
文
章
も
検
討
し
、
こ
の
章
で
得
ら
れ
た
結
論
を
一

部
分
補
強
し
て
お
き
た
い
。
『
現
代
日
本
小
説
集
』
と
同
系
統
と
兄
な
せ
る
三
冊
の
近
現
代
文
学
翻
訳
普
中
、
有
烏
の
「
測
携
」
が
二
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
『
近
代
日
本
小
説
集
』
（
東
方
雑
誌
社
編
・
商
務
印
書
館
一
九
二
四
年
四
月
初
版
）
は
『
東
方
雑
誌
』
発
表
の
日
本
文
学
作
品
を
集
め
た
も
の
で
、
周
作
人
の

翻
訳
で
は
有
島
の
ほ
か
、
鈴
木
三
重
吉
、
石
川
啄
木
の
作
品
を
収
め
、
巻
末
に
「
作
者
傳
略
」
を
付
し
て
い
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
『
南
條
血
痕
及
其
他
』
（
周
作
人
編
訳
．

｛
訓
一

こ
の
三
つ
の
異
同
の
中
で
般
後
の
一
つ
は
余
り
大
き
な
変
更
と
は
言
え
な
い
が
、
他
の
二
つ
は
日
本
語
原
文
と
対
照
さ
せ
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
逐
語
訳
と
し
て
は
確

か
に
誤
訳
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
翻
訳
で
あ
る
。
だ
が
、
周
作
人
は
こ
の
「
有
島
武
郎
」
を
『
自
己
的
園
地
』
『
談
龍
集
』
の
二
冊
の
単
行
本
に
収
録
し
て
お
り
、
単
な

（
”
巻

る
誤
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
周
作
人
の
思
想
を
反
映
し
た
意
訳
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
既
に
別
稿
で
も
一
部
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
簡
単
に
で
も
触
れ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
有
島
の
原
文
を
ま
と
め
て
お
く
。
第
二
段
落
は
「
愛
す
る
」
こ
と
が
も
た
ら
す
生
（
訳
語
「
生
活
」
）
の
充
実
感
（
訳
語
「
擴
充
性
」
）
ゆ
え

に
「
創
作
を
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
三
段
落
は
、
創
作
を
通
し
て
他
者
か
ら
理
解
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
喜
び
に
巡
り
会
う
た
め
「
愛
し
た
い
」
と

い
う
も
の
で
、
修
辞
的
な
側
面
を
無
視
し
て
し
ま
え
ば
、
他
者
に
よ
る
理
解
・
愛
を
得
る
た
め
に
「
愛
し
た
い
」
と
概
括
で
き
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
「
愛
し
た
い
」
積
極

的
な
意
志
は
更
に
、
現
に
「
愛
す
る
」
が
ゆ
え
に
創
作
す
る
と
い
う
第
二
段
落
の
諭
旨
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
二
段
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
相

互
補
完
的
な
内
容
で
あ
り
、
創
作
を
軸
と
し
た
相
互
理
解
へ
の
強
い
希
求
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
作
人
は
こ
う
し
た
諭
旨
を
汲
ん
で
、
直
訳
を
敢
え
て
捨
て
て
「
意

訳
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
改
訳
で
示
さ
れ
た
文
学
に
よ
る
相
互
理
解
の
理
想
は
、
数
日
後
に
書
か
れ
た
一
．
自
己
的
園
地
』
自
序
に
も
共
通
し
て

見
い
だ
さ
れ
る
。

こ
の
思
想
は
当
時
の
周
作
人
の
内
面
で
も
大
き
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
、
訳
文
Ｃ
は
、
追
悼
文
と
い
う
形
式
の
中
で
周
作
人
の
有
島
へ
の
共
感
の
あ
り
か
を
明
確
に
示
す

べ
く
改
訳
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
有
島
原
文
】
私
の
作
品
は
鞭
と
な
っ
て
そ
の
頑
な
殻
を
き
び
し
く
ひ
っ
ぱ
た
い
て
く
れ
る
の
だ
。

一
羽
）

文
芸
に
お
い
て
他
者
の
心
情
を
理
解
し
、
文
芸
に
お
い
て
自
分
の
心
情
（
と
同
質
の
心
愉
亜
小
川
）
を
見
い
出
し
て
理
解
さ
れ
た
楽
し
さ
を
得
た
い
の
だ
。

b

《

■
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「
同
行
者
」
と
は
理
想
の
共
有
者
の
謂
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
同
行
者
」
の
死
は
、
周
作
人
に
理
想
の
破
産
を
明
確
に
意
識
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
追
悼
文
の
一
週
間
後
に

執
筆
し
た
『
自
己
的
園
地
』
序
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

有
島
文
学
の
影
響
は
魯
迅
と
の
関
連
に
於
い
て
の
み
注
目
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
「
四
つ
の
事
」
の
翻
訳
者
の
問
題
は
自
明
の
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
記
書
簡
に
よ
る
成
立
経
緯
の
検
討
、
各
テ
キ
ス
ト
間
の
比
較
検
討
は
、
一
致
し
て
有
島
を
は
じ
め
と
す
る
「
關
子
作
者
的
説
明
」
が
殆

ど
周
作
人
の
手
に
な
る
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
有
島
文
学
が
周
作
人
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
も
は
や
疑
い
を
容
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
影
響
は
、
有
島
の
自
死
の
報
に
接
し
て
書
か
れ
た
追
悼
文
「
有
島
武
郎
」
に
鮮
明
に
見
い
だ
せ
る
。
文
中
、
周
作
人
は
留
学
中
に
幸
徳
秋
水
処
刑
の
号
外
に
接
し
た

｛
猫
）

時
と
同
様
に
驚
い
た
と
語
り
、
驚
き
の
理
由
こ
そ
違
う
が
「
彼
ら
の
死
は
私
達
を
嘆
き
悲
し
ま
せ
る
だ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
」
と
語
る
。
有
島
の
死
が
周
作
人
に
も
た
ら

し
た
の
は
単
な
る
死
者
へ
の
哀
悼
の
気
持
ち
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
同
時
代
を
生
き
た
有
島
と
共
有
し
て
い
た
理
想
の
破
産
へ
の
哀
惜
が
含
ま
れ
て
い
た
。
訳
文
Ｃ
を

引
い
た
後
、
周
作
人
は
追
悼
文
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

前
者
の
「
作
者
傳
略
」
中
の
有
島
の
項
は
、
個
人
雑
誌
「
泉
」
刊
行
・
有
島
の
自
死
を
新
た
に
加
筆
し
た
部
分
を
除
き
、
訳
文
Ａ
と
完
全
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
後
者
は

訳
文
Ａ
の
文
末
に
有
島
武
郎
の
自
死
の
記
事
を
つ
け
加
え
る
形
で
加
筆
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
全
て
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
魯
迅
と
の
訣
別
後
も
周
作
人
が
訳
文
Ａ
を

再
三
に
わ
た
り
加
筆
し
て
自
著
に
収
録
し
て
い
る
事
実
は
、
訳
文
Ａ
が
魯
迅
の
手
に
な
る
文
章
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
改
め
て
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

開
明
書
店
一
九
二
七
年
十
月
初
版
）
は
周
作
人
の
専
著
で
、
有
島
の
ほ
か
、
石
川
啄
木
・
武
者
小
路
実
篤
・
長
與
善
郎
の
作
品
を
収
め
、
各
篇
末
尾
に
作
者
紹
介
を
付
し
て

（
蕊
）

い
ブ
（
》
０

本
当
に
世
間
と
い
う
大
砂
漠
で
は
何
事
に
出
く
わ
す
か
も
分
か
ら
ず
、
幾
人
か
の
同
行
者
を
遠
く
近
く
に
見
い
だ
す
こ
と
だ
け
が
、
幾
ら
か
で
も
淋
し
く
空
し
い
気

（
”
》

持
ち
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
る
の
だ
。

既
に
私
の
過
去
の
バ
ラ
色
の
夢
は
全
て
幻
で
あ
っ
た
と
、
は
っ
き
り
知
っ
て
い
る
の
に
、
私
は
ま
だ
探
し
求
め
て
い
る
ｌ
こ
れ
は
生
き
る
者
の
弱
み
だ
Ｉ
想
像

｛
麹
）

上
の
友
人
を
、
凡
人
の
心
を
理
解
で
き
る
読
者
を
。

結
語
周
作
人
に
於
け
る
有
島
文
学
受
容

ー

！
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こ
の
序
文
に
「
四
つ
の
事
」
と
共
通
の
相
互
理
解
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
バ
ラ
色
の
夢
」
に
終
わ
っ
た
理
想
へ
の
哀

惜
は
、
相
互
理
解
破
産
の
自
覚
で
あ
り
、
以
後
周
作
人
は
『
自
己
的
園
地
』
を
最
後
に
五
四
時
期
の
文
学
観
と
訣
別
す
る
こ
と
に
な
る
。
有
島
の
死
は
当
時
二
一
～
三
年
に

（
塑
一

か
け
て
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
周
作
人
の
文
学
観
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１
９
９
１
．
９
．
１
５
）

Ｅ
）
江
口
漢
に
つ
い
て
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
魯
迅
・
周
作
人
の
文
章
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
周
作
人
が
『
現
代
日
本
小
説
集
』
編
集
の
段
階
で
手
元
の
資
料
を
も
と
に
書
い
た
と
想
像

さ
れ
る
が
、
事
実
上
証
明
不
可
能
で
あ
る
口
江
馬
修
「
小
さ
い
一
人
」
は
周
作
人
の
『
点
滴
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
中
の
訳
文
付
記
は
雑
誌
『
新
青
年
』
（
第
五
巻
六
号
）

掲
載
の
訳
文
付
記
と
全
く
同
一
で
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
と
は
共
通
点
も
多
い
が
同
一
で
は
な
い
《
〕
な
お
、
『
点
滴
』
（
初
版
）
は
桜
美
林
大
学
長
堀
祐
造
先
生
御
架
蔵
の
も
の
を
お
借

へへ
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（
９
）
小
川
が
実
見
し
た
初
版
、
三
版
本
に
は
胡
適
校
と
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
民
国
時
期
総
書
目
』
（
外
国
文
学
）
は
再
版
本
表
紙
に
胡
適
校
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
．
な
お
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
飯
倉
照
平
氏
の
論
考
「
北
京
の
芥
川
龍
之
介
」
（
『
文
学
』
岩
波
書
店
一
九
八
一
年
七
月
号
）
に
も
同
様
の
指
摘
か
あ
る
ゞ

（
ｍ
）
『
魯
迅
研
究
資
料
１
８
』
（
中
国
文
聯
出
版
公
司
一
九
八
七
年
十
月
刊
）
所
収
「
周
作
人
日
記
」
八
二
頁

ジーヘヘ

876
ヒーグーー

（
２
）
周
作
人
『
現
代
日
本
小
説
集
』
（
商
務
印
書
館
一
九
二
三
年
六
月
刊
）
序
文
“
こ
こ
に
は
魯
迅
が
担
当
し
た
芥
川
龍
之
介
の
名
前
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
３
）
『
魯
迅
全
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
八
七
年
第
三
次
印
刷
）
第
十
一
巻
書
信
２
１
０
８
２
９
，
以
下
、
『
魯
迅
全
集
』
か
ら
の
引
用
文
は
拙
訳
に
よ
っ
た
が
、
『
魯
迅
全
集
』
（
学
習
研

究
社
一
九
八
五
年
六
月
刊
）
第
十
四
巻
（
書
簡
Ｉ
）
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
．

（
４
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
一
巻
書
信
２
１
０
６
３
０
、
ま
た
２
１
０
８
２
５
で
述
べ
る
武
者
小
路
実
篤
「
あ
る
日
の
一
体
」
は
、
雑
誌
発
表
し
か
な
く
、
定
稿
で
な
い
と
魯
迅
が
反
対
し
た
た

め
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
周
作
人
は
後
に
『
雨
條
血
痕
及
其
他
』
（
開
明
書
店
一
九
二
七
年
十
月
刊
）
に
、
こ
れ
を
収
録
し
て
い
る
？

（
５
）
『
胡
適
来
往
書
信
選
』
上
冊
（
中
華
書
局
香
港
分
局
一
九
八
三
年
十
一
月
刊
）
１
１
８
及
び
１
２
０
ゞ
な
お
、
周
建
人
は
こ
れ
ま
で
北
京
大
学
の
聴
講
生
で
、
定
職
が
な
か
っ
た
“
こ
の

就
職
に
よ
っ
て
、
北
京
を
離
れ
た
が
ら
ぬ
妻
と
別
居
す
る
形
と
な
り
、
数
年
後
に
は
離
婚
し
て
い
る
↓
』

注
記

（
１
）
例
え
ば
、
山
田
敬
三
一

会
報
第
四
○
集
）
な
ど

Ｅ
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
二
巻
（
学
習
研
究
社
一
九
八
五
年
九
月
刊
）
二
八
八
～
九
頁
・
訳
注
〔
一
〕
及
び

（
Ｍ
）
『
藝
術
与
生
活
』
（
岳
麓
書
社
一
九
八
九
年
六
月
刊
）
所
収
。
夏
目
漱
石
、
森
鴎
外
の
項
は
そ
れ
ぞ
れ
一

子
作
者
的
説
明
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
聰
）
『
自
己
的
園
地
』
（
晨
報
社
初
版
本
）
『
談
龍
集
』
所
収

（
恥
）
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
中
の
周
作
人
訳
「
あ
そ
び
」
（
部
分
）
と
『
現
代
日
本
小
説
集
』
所
収

就
職
に
よ
っ
て
、
北
一
一

『
胡
適
来
往
書
信
選
』

り
し
た

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
飯
倉
照
平
氏
の
論
考
「
北
京
の
芥

『
魯
迅
研
究
資
料
１
８
』
（
中
国
文
聯
出
版
公
司
一
九
八
七
年
寺

『
魯
迅
研
究
資
卜糸
１
８
』
所
収
「
周
作
人
日
記
」
九
五
～
八
頁

『
胡
適
的
日
記
』
（
中
華
書
局
一
九
八
五
年
一
回

『
魯
迅
全
集
』
第
十
一
巻
書
信
２
１
０
９
０
４

（
中
華
書
局
一
九
八
五
年
一
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、
二
一
年
七
月
一
五
日
よ
り
九
月
七
日
ま
で
滞
在
し
た

『
魯
迅
の
世
界
』

上
冊
１
２
０

（
大
修
館
書
店
一
九
七
七
年
刊
）
所
収
「
魯
迅
と
白
樺
派
の
作
家
達
」
、
長
堀
祐
造
「
魯
迅
革
命
論
に
於
け
る
ト
ロ
ッ
キ
ー
文
芸
理
論
」
〈
中
国
学

（
部
分
）
と
『
現
代
日
本
小
説
集
』
所
収
の
魯
迅
訳
と
は
殆
ど
一
致
し
な
い
《
〕

〔
一
一
一
〕

四
五
～
六
頁
、
一
四
六
～
七
頁
。
な
お
、
同
文
中
で
の
国
木
田
の
紹
介
も
「
關

L
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【
補
記
一

本
稿
脱
稿
後
、
劉
岸
偉
著
『
東
洋
人
の
悲
哀
ｌ
周
作
人
と
日
本
』
（
河
出
書
房
新
社
一
九
九
○
年
八
月
三
○
日
刊
）
一
五
六
～
九
頁
で
も
『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
成
立
過
程
に
言
及
さ

れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
文
中
、
著
者
は
周
作
人
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
で
の
夏
目
漱
石
・
森
鴎
外
に
関
す
る
説
明
が
『
現
代
日
本
小
説
集
』
附
録
で
の
説
明
文
と
極
め
て
類
似
し

て
い
る
旨
、
小
谷
氏
と
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

弱
）
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
拙
稿
「
五
四
時
期
の
周
作
人
の
文
学
観
」
（
中
国
学
会
報
第
四
二
集
）
を
併
せ
て
ご
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

へ へ

2827
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同同
右右

い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
妬
）
『
自
己
的
園
地
』
所
収

函
）
こ
こ
で
の
翻
訳
書
は
『
周
作
人
研
究
資
料
』
及
び
『
民
国
時
期
総
書
目
』
（
外
国
文
学
）
な
ど
に
拠
り
、
小
川
が
実
見
し
え
た
範
囲
で
の
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
有
島
の
作
品
を
収
録
し

て
い
な
い
も
の
の
、
『
小
説
月
報
』
掲
載
の
作
品
を
集
め
た
『
日
本
小
説
集
』
（
小
説
月
報
社
編
・
小
説
月
報
叢
刊
第
四
十
七
種
・
商
務
印
書
館
一
九
二
五
年
四
月
初
版
）
が
あ
る
。
ま
た
、

更
に
『
少
年
的
悲
哀
』
（
施
落
英
編
・
啓
明
書
局
一
九
四
一
年
七
月
初
版
）
が
存
在
し
、
周
作
人
訳
『
小
き
き
者
へ
』
を
収
め
る
が
、
盗
版
と
考
え
ら
れ
る
。

（
お
）
前
者
は
商
務
印
書
館
が
版
元
で
あ
り
、
周
作
人
の
文
章
を
編
集
者
が
勝
手
に
改
霞
す
る
と
は
考
え
に
く
●
く
、
後
者
に
は
周
作
人
の
序
文
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
周
作
人
の
意
向
を
無
視
し
て

兎
）
拙
稿
「
五
四
時
期
の
周
作
人
の
文
学
観
」
（

（
配
）
『
自
己
的
園
地
』
（
農
報
社
初
版
本
）
所
収

（
加
）
有
島
の
原
文
は
『
有
島
武
郎
著
作
集
』
第
十
一
輯
（
叢
文
閣
大
正
九
年
一
二
月
三
六
版
）
一
五
二
～
三
頁
に
よ
る
。

（
劃
）
例
え
ば
『
実
用
解
字
組
詞
詞
典
』
（
周
士
發
編
著
・
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
八
六
年
五
月
刊
）
で
は
「
冥
頑
」
は
愚
か
、
無
知
、
「
頑
固
」
は
か
た
く
な
、
容
易
に
教
え
を
受
け
入
れ
な
い
、

と
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
、
厳
密
に
言
え
ば
、
違
い
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
周
作
人
の
「
四
つ
の
事
」
解
釈
に
大
き
な
影
評
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

兎
）
拙
稿
「
五
四
時
期
の
周
作
人
の
文
学
観
」
（
中
国
学
会
報
第
四
二
集
）
を
併
せ
て
ご
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
巻
所
収
。

（
咽
）
間
作
人
が
「
關
子
魯
迅
」
で
魯
迅
『
熱
風
』
の
雑
文
数
篇
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
は
検
討
に
値
す
る
問
題
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
裏
付
け
が
殆
ど
な
い
。
侃
墨
炎
が

『
中
国
的
叛
徒
與
隠
士
』
「
型
、
魯
迅
〈
熱
風
〉
中
有
否
周
作
人
雑
文
」
（
上
海
文
芸
出
版
社
一
九
九
○
年
七
月
刊
）
で
論
じ
て
い
る
ほ
か
は
、
殆
ど
無
視
さ
れ
た
格
好
で
あ
る
。

（
旧
）
更
に
補
足
す
れ
ば
、
訳
文
Ａ
は
省
い
た
形
の
翻
訳
「
潮
霧
」
は
、
魯
迅
の
短
篇
「
兎
と
猫
」
と
と
も
に
、
二
人
の
顔
写
真
と
簡
単
な
紹
介
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
、
日
本
語
雑
誌
『
北
京
週

報
』
四
七
号
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
訳
文
Ａ
が
魯
迅
の
文
章
で
あ
っ
た
可
能
性
は
更
に
低
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
北
京
週
報
』
へ
の
転
載
に
つ
い
て
は

東
京
大
学
の
藤
井
省
三
先
生
か
ら
御
示
教
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

望

一
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